
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

中
野 

哲
也 

 

令和 8年 3月 1日発行 

（第 2号） 
北海道倶知安高等学校 

Ｐ Ｔ Ａ 事 務 局 

倶知安町北７西２ 

℡ ２２－１０８５ 

題字：小山内無石先生 

卒
業
生
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

つ
い
先
日
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

の
挨
拶
を
し
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
す

で
に
年
度
末
、
時
間
の
流
れ
の
速
さ
を
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
一
年
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
高

校
生
活
の
三
年
間
は
子
供
た
ち
に
と
っ

て
成
長
の
連
続
で
し
た
が
、
そ
の
一
歩
一

歩
を
陰
で
支
え
て
い
た
の
は
、
紛
れ
も
な

く
保
護
者
の
皆
様
で
す
。
お
弁
当
作
り
、

体
調
管
理
、
悩
み
事
の
相
談
、
そ
し
て
、

時
に
は
￢
口
を
出
さ
ず
に
見
守
る
だ
け
」

と
い
う
、
簡
単
な
よ
う
で
一
番
難
し
い
役

割
ま
で
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
子
供
た
ち
が
、
自
分
で

決
断
し
実
行
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
保
護
者
に
と
っ
て
そ
れ
が
少
し
寂

し
く
、
少
し
心
配
、
で
も
、
ど
こ
か
誇
ら

し
い
、
そ
ん
な
色
々
な
感
情
が
入
り
混
じ

る
貴
重
な
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
供

が
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
保 

護
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
節
目
で
す
。 

悩
み
な
が
ら
も
、
子
供
た
ち
を
支
え
て

き
た
三
年
間
を
誇
り
と
思
っ
て
く
だ
さ

い
。
教
職
員
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
平
日
、

日
中
の
業
務
の
ほ
か
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
関

わ
り
、
部
活
動
の
引
率
な
ど
、
多
く
の
役

割
を
果
た
し
、
多
く
の
時
間
を
子
供
た
ち

の
た
め
に
費
や
し
て
い
た
事
を
間
近
で

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
と
同
時
に

尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
子
供
た
ち
を
導
い

て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

三
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
さ
ま
の

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
三

年
間
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、

三
年
次
は
、
学
校
行
事
や
部
活
動
、
総
合
的

な
探
究
の
時
間
で
の
探
究
学
習
、
卒
業
後
の

進
路
に
向
け
た
受
験
勉
強
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
下
級
生
の
模
範
と
な
り
、
学
校
全
体
を

引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い

年
次
で
し
た
。
卒
業
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、
本
校
の
卒
業
生
徒
と
し
て
、
様
々
な
場

で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
は
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
の

最
後
の
紙
面
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
多
く
の

部
活
動
、
多
く
の
生
徒
が
活
躍
す
る
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
吹
奏
楽
局
、
演
劇
部
、

新
聞
局
と
い
っ
た
文
化
系
の
部
活
動
も
全

道
大
会
出
場
を
は
た
す
な
ど
素
晴
ら
し
い

活
躍
が
あ
り
、
令
和
八
年
八
月
に
は
新
聞
局

が
北
海
道
代
表
と
し
て
、
全
国
大
会
（
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
：
秋
田
県
）
に
参
加
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
生
徒
が
全
道
大

会
等
に
出
場
で
き
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
体
育
文

化
後
援
会
費
（
生
徒
の
大
会
参
加
費
や
宿
泊

費
補
助
、
教
員
の
引
率
旅
費
等
の
財
源
）
で

は
、
近
年
の
旅
費
や
宿
泊
費
の
高
騰
に
対
応

し
き
れ
ず
、
今
後
の
部
活
動
等
の
維
持
が
難

し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
も
話
し
合
い
、
誠
に
心

苦
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
次
年
度
、
体
育
文

化
後
援
会
費
の
値
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ

だ
き
十
分
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
文
武 

両
道
の
教
育
活
動
を
維
持
、
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
七
年
度
か

ら
、
倶
知
安
高
校
教
育
振
興
会
が
設
立
さ

れ
、
魅
力
あ
る
学
校
作
り
に
向
け
た
活
動

へ
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
同
窓
会
（
白
樺
会
）
か
ら
は
、

学
校
の
広
報
紙
「
し
ら
か
ば
の
樹
」
の
発

行
や
生
徒
の
全
道
大
会
出
場
の
宿
泊
費
一

部
補
助
の
援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
教
育
振
興
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
は
倶
知
安
町
か
ら

の
支
援
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

今
年
度
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
力
・
文
化
力

の
向
上
を
目
指
し
て
、
地
域
の
小
中
学
生

と
と
も
に
行
う
部
活
動
合
同
練
習
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
英
語
検
定
料

の
一
部
補
助
、
ス
キ
ー
の
町
と
し
て
ス
キ

ー
を
楽
し
む
人
材
を
育
む
ス
キ
ー
授
業
に

援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
今
後
の
支
援
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
ら
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
、
今
後
と
も
、
羊
蹄
山
麓
周
辺
の

中
心
校
と
し
て
、
地
域
の
児
童
生
徒
が
本

校
へ
の
進
学
を
希
望
し
、
保
護
者
と
と
も

に
生
徒
が
よ
り
良
い
学
校
生
活
を
過
ご

し
、
倶
知
安
高
校
に
通
っ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援 

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校 

長 

佐
々
木 
真
一 

ソフトテニス部 野球部
女子団体戦 優勝 2回戦　   　  　　 
女子個人戦ダブルス 優勝 志比川・永島 準決勝 北照高校 　　　　　　    　　　　4対5 　 敗退

準優勝 尾崎・三浦

第4位 松田・岡川 スキー部（ノルディック）
2回戦 足立・岩佐/小林・伊藤　敗退 男子１０ｋｍCL 優勝 船場 　　2位 関 

女子個人戦シングルス 優勝 志比川 3位 山本 　　 4位 原田

準優勝 尾崎 5位 藤沢

第3位 三浦 女子５ｋｍCL 優勝 高木

準々決勝 永島/岡川  敗退 男子１０ｋｍフリー 優勝 船場　　 2位 関

2回戦 松田/足立/岩佐  敗退 3位　原田　　 ４位 山本

初戦 佐々木/小林/伊藤  敗退 5位　藤沢
女子個人戦ダブルス 女子５ｋｍフリー 優勝 髙木
女子個人戦シングルス 男子１０ｋｍ×４ 優勝 原田・山本・関・船場
女子個人戦ダブルス 優勝 志比川・永島 男子１０ｋｍCL 　2位 船場 　23位 山本 

第3位 尾崎・三浦 37位 原田　 38位 関  

予選リーグ 松田/岡川･岩佐/伊藤 敗退 女子５ｋｍCL 22位 高木

足立/小林・赤坂/佐々木 敗退 男子１０ｋｍフリー 12位 船場 　22位 関

北海道高等学校新人ソフトテニス選手権大会（団体） 女子団体戦 初戦敗退 25位 原田　 31位 山本

女子５ｋｍフリー 44位 髙木

男子テニス部 男子１０ｋｍ×４ ２位 原田・山本・関・船場

under18シングルス 初戦敗退 藤原、植田、田中 学区対抗 ９位

2回戦敗退 金谷
under16シングルス 準優勝 菊地 陸上競技部

2回戦敗退 山口 藤巻　100m3位、400m4位

初戦 敗退 北川 横田　100m2位

under18ダブルス 初戦敗退 田中・須藤、藤原・松本組 荒井　800m1位、400m3位

3位 植田・金谷組 並木　走幅跳 優勝

under16ダブルス 準優勝 菊地・露木組 山田　２00m4位

2回戦敗退 北川・山口/松野・西田組 山内　1500m4位

初戦敗退 髙橋・浦田　 増原　やり投げ2位

団体戦 優勝 男子4×100mR（並木、藤巻、荒井、山田）　3位

ダブルス 優勝 中島・田中 男子4×400mR（山田、並木、藤巻、山内）　2位

3位 植田・金谷 王生　1500ｍ　優勝

初戦敗退 菊地・髙橋/山口・北川組 藤田　100m3位、200m3位

シングルス 優勝 中島 槇野　100mH4位、400mH1位

準優勝 植田 女子4×100mR（半田、藤田、槇野、王生）　3位

3位 田中　 藤巻　100m出場

初戦敗退 金谷、山口、松野 横田　100m出場

荒木　800m決勝敗退、400m出場

並木　走幅跳出場

シングルス 2回戦敗退 中島、田中、山口、菊地 増原　やり投げ出場

3回戦敗退 植田 男子4×100mR（並木、藤巻、荒井、山田）出場

ダブルス 2回戦敗退 菊地・北川組 男子4×400mR（山田、並木、藤巻、山内）出場

3位 植田・山口 王生　1500ｍ出場

優勝 中島・田中 藤田　100m出場200m出場

槇野　４00mH出場

女子テニス部 女子4×100mR（半田、藤田、槇野、王生）出場

under16 3位 㔟登

under18 3位 小坂・内田 卓球部
団体 3位 男子ダブルス 初戦敗退 西村・中本(泊中)組

個人戦 参加 男子シングルス 準優勝 西村　（全道進出）

初戦敗退 斎藤

男子バレーボール部 混合ダブルス ３回戦敗退 小川・三春(寿都高)組

（全道進出）

2回戦敗退 中里・飯田(寿都協会)組

未来創造 0-2 倶知安 初戦敗退 髙橋・森山(北海学園大)組　

小樽桜陽 1-2 倶知安 酒井・荒関(ニセコ中)組　

小樽潮陵 0-2 倶知安 男子ダブルス 準優勝 小川・丹川本(米田軍団)組

２回戦勝利 函館中部 1-2 倶知安 （全道進出）

３回戦敗退 札幌大谷 2-0 倶知安 ベスト８ 酒井・森山(北海学園大)組

（全道進出）

女子バレーボール部 2回戦敗退 中里・大野(ニセコ高)組

西村・中本(泊中)組

男子シングルス 2回戦敗退 酒井 （全道進出）
双葉 2-0 倶知安 2回戦敗退 小川 （全道進出）
桜陽 0-2 倶知安 初戦敗退 中里/斎藤

潮陵 0-2 倶知安 混合ダブルス 2回戦敗退 小川・三春(寿都高)組　

岩内 0-2 倶知安 男子ダブルス 2回戦敗退 酒井・森山(北海学園大)組

小川・丹川本(米田軍団)組

北海道卓球選手権（ジュニアの部） 男子シングルス 初戦敗退 西村

初戦勝利 静内浦河 1-2 倶知安 学校対抗 初戦敗退

２回戦敗退 札幌大谷 2-0 倶知安 男子シングルス 3位 西村　（全道進出）
2回戦敗退 斎藤

男子バスケットボール部 初戦敗退 遠藤

北海道高等学校バスケットボール

選手権大会小樽地区予選会

バドミントン部
１回戦 対岩内　　　　８３－６１　勝利 女子ダブルス 準優勝 松田/三橋

準決勝 対未来創造　７２－６６　勝利 久保田、松田　（全道進出）

決勝 対潮陵　　　　７２－３６　敗退 女子ダブルス 初戦敗退 松田/三橋

１回戦　 初戦敗退 久保田、松田

2回戦　 後志地区バドミントン大会(新人戦) 女子ダブルス 優勝 松田/三橋

女子団体 優勝

女子バスケットボール部 女子シングルス 第４位 三橋

１回戦　 対　桜陽  88-58　勝利 女子ダブルス 準優勝 松田/三橋

2回戦　 対　双葉　41-72　敗退　 第４位 亀山/佐藤

　　合同チーム(倶知安・岩内） 女子団体 初戦敗退

１回戦　 対　桜陽  79-67　勝利 女子ダブルス 初戦敗退 亀山/佐藤

2回戦　 対　双葉　57-36　敗退　 初戦敗退 松田/三橋

　　合同チーム(倶知安・岩内） 女子シングルス 初戦敗退 三橋

１回戦　 対　潮陵  66-25　勝利   女子ダブルス 優勝 松田/三橋

2回戦　 対　桜陽　79-50　勝利 準優勝 大場/中川

3回戦 優勝 対　双葉  57-56　勝利   第3位 菊地/佐藤

全道へ 　　合同チーム(倶知安・岩内）

少林寺拳法部

対 稚内選抜  79-57　　勝利

対 札幌選抜　48-111　敗退

第78回秋季北海道高等学校野球大会
小樽支部予選

対岩内・寿都・蘭越(連合）　4対2　 勝利　

予選トーナメント 敗退

予選トーナメント 敗退

北海道卓球選手権（一般の部）

全国高校スキー大会

第55回北海道高等学校新人
ソフトテニス選手権大会

全道高校スキー大会

男子シングルス 予選リーグ 西村　(0勝3敗)

第46回小樽室内ジュニアテニス・
ダブルス選手権大会

第25回小樽室内ジュニアテニス・
シングルス選手権大会

第21回北海道高等学校バレーボール新人大会

令和７年度第55回小樽・後志高校
新人戦バレーボール大会

第78回全日本バレーボール高等学校
選手権大会北海道代表決定戦

北海道高等学校選抜卓球大会
(新人戦全道)

第21回北海道高等学校バレーボール
新人大会　後志予選会

秋季小樽支部高等学校新人卓球大会

全道進出 真狩 0-2 倶知安

後志卓球選手権（ジュニアの部）

※全道大会出場結果

※全国大会出場結果

第32回北海道高等学校少林寺拳法新人
大会兼第29回全国高等学校少林寺拳法選
抜大会北海道予選大会

女子規定組演武 第３位 遠藤・後藤組

令和７年（202５年）度　部活動大会結果 （7/２～２/１２）

北見緑陵 2-1 倶知安

小樽支部高校新人ソフトテニス大会

小樽Jrテニスシングルス・ダブルス大会

北海道高等学校小樽支部秋季テニス大会

第41回北海道高等学校
新人陸上競技大会

１回戦敗退

２回戦敗退 札幌英藍 2-0 倶知安

令和７年度第55回小樽・後志高校新人戦バ
レーボール大会

第3位

第7８回全日本バレーボール高等学校選
手権大会北海道代表決定戦

第40回　高体連小樽支部 新人陸上競技大会

第47回北海道高等学校・ 秋季テニス大会　兼　第47回

全国選抜高等学校テニス北海道地区大会
団体戦

国民スポーツ大会バスケットボール競技
北海道ブロック予選会 兼 北海道体育大会

準優勝

１回戦　 対　桜陽  71-72　敗退

北海道卓球選手権(一般の部)

小樽高等学校秋季バドミントン
選手権大会

第21回北海道高等学校バレーボール新人大会

準優勝

準優勝
北海道新人バドミントン選手権大会

北海道バドミントン選手権大会

小樽地区バドミントン選手権大会北海道高等学校バスケットボール新人大会
小樽地区予選会

準優勝

国民スポーツ大会バスケットボール競技
北海道ブロック予選会 兼 北海道体育大会

後志地区冬季ダブルス大会

第38回　北海道高等学校バスケットボール
新人大会

対札幌大谷　５７－８６　  敗退

合同チーム

(倶知安・岩内）

合同チーム

(倶知安・岩内）

第50回小樽支部高校新人戦
インドアソフトテニス大会

対室蘭選抜　４１－１１５　敗退

北海道高等学校バスケットボール新人大会
小樽地区予選会

北海道高等学校バスケットボール選手権大
会小樽地区予選会

小樽地区秋季バスケットボール
選手権大会

初戦敗退

第31回小樽支部高等学校・
秋季テニス大会

第31回小樽ジュニアテニス・
シングルス選手権大会

第60回小樽市民スポーツ大会
テニス競技

小樽地区秋季バスケットボール
選手権大会

対　岩内　67-79　敗退１回戦



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽局 演劇部
第75回高文連後志支部高校演劇発表大会 最優秀賞 

第75回全道高等学校演劇発表大会 奨励賞

第50回高文連後志支部音楽発表大会 吹奏楽部門　最優秀賞（全道大会出場）

第59回全道高等学校音楽発表大会 美術部
【全道推薦】

《佳作》

（出品）

第59回全道高等学校美術展・研究大会 （出品）

【奨励賞】

新聞局 《入選》

ボランティア同好会

家庭クラブ
北海道高等学校家庭クラブ連盟研究大会 学校家庭クラブ活動の部:実践賞

岡山､湯谷､大黑

岡山､山本､湯谷､福岡､三浦

第61回北海道管楽器個人コンテスト
札幌地区大会

吹奏楽部門　奨励賞

手書き・ワープロ部門：特別賞

 「再刊に際し、独自の視点で地域と学校の歴史を掘り起こ
した企画に対して」

2025年度全道高等学校新聞コンクール

第56回北海道アンサンブルコンテスト
札幌地区大会

倶知安町青少年問題協議会倶知安町青少年問題協議会

善行賞
長年取り組んだ活動が評価されました

サックス四重奏　銀賞

フルート独奏　金賞

第16回道展Ｕ２１
永島､大黑

令和７年（202５年）度　部活動大会結果（7/２～２/１２）  

岡山、湯谷、大黑

林、山本､福岡

全日本吹奏楽コンクール
第70回北海道予選札幌地区大会

高等学校Ｃ編成の部　銀賞

浅野、大畑、永島、三浦
第60回高文連後志支部高等学校

美術展・研究大会

保
護
者
同
士
が
つ
な
が
る
事
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
合

同
懇
談
会
で
生
ま
れ
た
つ
な
が

り
や
意
見
を
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
運

営
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
活
動
し
や

す
く
参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に
な
っ
て
い

た
交
流
の
機
会
で
す
が
、
年
に
一

度
で
も
全
支
部
で
集
ま
れ
る
こ

と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
が
、
こ
れ
か
ら
も

学
校
と
ご
家
庭
を
つ
な
ぐ
場
と

し
て
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
ま
た
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
温
か
な
時
間

を
共
有
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

３
A
代
議
員 

佐
藤 

文
子 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

進
む
と
思
い
ま
す
が
、
親
や
友
達

と
の
別
れ
、
地
元
を
離
れ
る
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。
各
々
が
、
自
分

で
考
え
行
動
を
し
て
行
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
都
度

起
こ
る
結
果
は
、
良
く
も
悪
く
も

全
て
が
財
産
に
な
り
、
自
分
を
ひ

と
回
り
も
ふ
た
回
り
も
大
き
く

し
て
く
れ
て
、
そ
の
先
に
あ
る
人

生
に
必
ず
、
役
立
つ
事
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
辛
い
事
が
多
く
て

も
、
ど
う
か
命
だ
け
は
大
事
に
し

て
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
健
闘
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。
頑
張
れ
！ 

 

３
B
代
議
員 

佐
々
木 

由
香
利 

高
校
生
活
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。
頑
張
っ
た
日
も
、
サ
ボ
り

た
く
な
っ
た
日
も
ち
ゃ
ん
と
意

味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
毎

日
も
、
笑
っ
て
、
悩
ん
で
、
ま
た

笑
っ
て
、
皆
さ
ん
ら
し
く
進
ん
で

く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 

３
B 

旧
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員 

サ
イ
モ
ン
敦
子 

J

R
通
学
の
あ
れ
こ
れ
や
中

学
生
と
は
一
味
違
う
友
達
と
の

交
流
、
将
来
の
夢
と
決
断
。
大
人 

へ
の
架
け
橋
を
渡
り
始
め
た
我

が
子
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 

高
校
卒
業
お
め
で
と
う
。 

 

３
C 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員 

髙
橋 

謙
治 

高
校
生
に
有
給
休
暇
が
あ
る

の
か
？
の
よ
う
な
学
生
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
大
学
受
験
に
向
け

て
頑
張
る
姿
に
成
長
を
感
じ
ま

し
た
！
結
果
も
大
事
だ
け
ど
、
努

力
し
た
過
程
を
今
後
に
活
か
し

て
ほ
し
い
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で

は
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

３
C
代
議
員 

 

関 

祐
子 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 

高
校
生
活
は
、
楽
し
め
ま
し
た

か
？
毎
日
の
お
弁
当
作
り
・
学
校

祭
の
お
手
伝
い
・
部
活
の
応
援
と

私
は
沢
山
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活
、
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
テ
ー
ジ
で
輝
け
る
よ
う
に

応
援
し
て
い
ま
す
！ 

３
A
代
議
員 

秋
山 

智
香 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 

こ
れ
か
ら
は
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
生

活
で
培
っ
た
も
の
や
出
会
っ
た

仲
間
を
大
切
に
、
自
信
を
持
っ
て

色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
。
楽
し
い
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ

う
、
応
援
し
て
い
ま
す
！ 

令
和
７
年 

・
4
月
11
日
（
金
）
第
1
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

・
4
月
25
日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

・
5
月
19
日
（
月
）
高
Ｐ
連
後
志
支
部
総
会(

小
樽) 

・
6
月
7･

8
日
（
土
・
日
）
第
７４
回
北
海
道
高
等
学 

 

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
函
館
大
会 

・
6
月
12
日
（
木
）
第
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
打
合
せ 

・
6
月
23
日
（
月
）
第
１
回
学
校
祭
バ
ザ
ー
準
備
委
員 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
代
議
委
員
） 

・
7
月
４･

5
日
（
金
・
土
）
第
７４
回
倶
高
祭 

 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
観
覧
協
力
・ 

バ
ザ
ー
出
店 

・
7
月
25
日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
１
号
発
行 

・
9
月
9
日
（
火
）
第
3
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

・
10
月
25
日
（
土
）
蘭
越
・
黒
松
内
支
部
研
修
会
・
懇 

親
会 

(

ヨ
ー
ガ
体
験･

親
睦
会
） 

・
10
月
27
日
（
火
）
第
４
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

・
11
月
23
日
（
土
）
倶
知
安
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
支
部
合 

 
 

 

懇
談
会 

・
11
月
28
日
（
金
）
高
P
連
後
志
支
部
研
修
大
会 

・
12
月
23
日
（
火
）
第
５
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

 

令
和
８
年 

・
3
月
１
日
（
土
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
２
号
発
行 

 

令
和
七
年
度 

 

事
業
報
告 

4
月
下
旬 

 

ニ
セ
コ
支
部
総
会
（
書
面
） 

4
月
下
旬 

 

京
極
・
喜
茂
別
支
部
総
会
（
書
面
） 

4
月
下
旬 

 

蘭
越
・
黒
松
内
支
部
総
会
（
書
面
） 

5
月
31
日
（
金
）
倶
知
安
支
部
総
会
（
書
面
） 

5
月
31
日
（
金
）
真
狩
・
留
寿
都
支
部
総
会 

（
書
面
） 

四
月
か
ら
蘭
越
・
黒
松
内
支
部
役
員
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間

の
一
年
間
を
過
ご
し
て
お
り
、
我
が
子
も

こ
の
春
卒
業
で
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

思
い
を
胸
に
、
今
年
度
は
『
伝
統
的
な
ヨ

ー
ガ
体
験
と
内
観
ワ
ー
ク
」
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
研
修
は
、
蘭
越
町
在

住
で
元
倶
知
安
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
のY

o
g
a

& 

E
s
th

e
tiq

e
C

H
A

K
R

A

藤
原
千
波
さ
ん

を
講
師
に
、
自
分
の
内
側
を
見
つ
け
る
時

間
を
過
ご
し
、
今
ど
ん
な
呼
吸
を
し
て
、

心
は
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
？
自
分
の
意

識
に
向
け
た
ヨ
ー
ガ
体
験
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
方
も
初
め
て
の
ヨ
ー
ガ

体
験
で
し
た
が
、
激
し
い
動
き
を
す
る
訳

で
は
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
作
を
し

な
が
ら
自
分
が
ど
ん
な
呼
吸
を
し
て
い

る
か
確
認
す
る
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
心
地
良
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
！

途
中
、
会
場
の
暖
房
が
故
障
し
、
冷
風
と

な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
か
ら
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
！

と
の
声
を
い
た
だ
き
、
良
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者
と
先
生
が
気

軽
に
会
話
し
、
協
力
し
合
え
る
蘭
越
・
黒

松
内
支
部
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
の
倶
知
安
高
校
を
陰
な
が
ら
応

援
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

蘭越･黒松内支部研修会&懇親会 
(ヨーガ体験) 

蘭
越
・
黒
松
内
支
部
研
修
会
&
懇
親
会 

（
ヨ
ー
ガ
体
験
・
親
睦
会
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

  

高
橋 

謙
治 

倶
知
安
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 全

支
部
合
同
懇
談
会 

倶
知
安
支
部 

山
本 

明
子 

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
十
一
月
十
五
日
、
倶
知
安
町
内
に

て
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
支
部
合
同
懇
談
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
支
部
ご

と
に
行
っ
て
き
た
懇
談
会
を
、
全
支
部
で

合
同
開
催
す
る
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
初
回
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
先

生
方
と
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当

日
は
、
学
校
生
活
の
様
子
や
学
習
面
の
近

況
に
つ
い
て
、
先
生
方
と
の
忌
憚
の
な
い

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部

活
動
の
運
営
や
行
事
へ
の
協
力
体
制
に
つ

い
て
も
活
発
な
話
し
合
い
が
交
わ
さ
れ
、

保
護
者
と
学
校
が
同
じ
目
線
で
子
ど
も
た

ち
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

連
携
す
る
か
を
考
え
る
有
意
義
な
場
と
な

り
ま
し
た
。
支
部
の
枠
を
超
え
て
情
報
が

行
き
来
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や

今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
も
多
く

生
ま
れ
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
会
場
が
一

番
盛
り
上
が
っ
た
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
先
生
と
保
護
者
が
一
丸
と
な

っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら
ご
提

供
い
た
だ
い
た
特
産
品
を
景
品
に
、
笑
顔

と
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
、 


